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Ⅰ ひろがる「とくしまブランド」戦略の策定

１ 策定趣旨

本県では、基幹産業である農林水産業の振興を図るため、全国に先駆けて農林水
産物のブランド化に取組んできました。

「統一ロゴマーク」の普及や、移動ブランドショップ「新鮮 なっ！とくしま」号を活用し
たＰＲ活動、「とくしまブランド協力店」、「美味いよ！とくしまブランド店」を通じた情報発
信機能の強化など、「徳島ならでは」の活動を実施してきました。

また、ブランド品目の生産を支える、ほ場・用排水路などの基盤の整備、園芸用ハウ
スや鶏舎、冷蔵設備、集出荷施設の整備など生産流通体制の強化、新技術や新品種
の開発と普及、担い手の育成等に、重点的に取り組んできました。

その結果、市場における「単価」の向上、「市場占有率」、消費者の「認知度」向上な
ど一定の基準を満たした県産農林水産物「３０品目」を ブランド品目として育成しまし
た。

しかしながら、長引く景気低迷や低価格志向により、農林水産物の消費の減退、
卸売市場における価格の低迷、生産コストの上昇など、農林水産業の経営環境は厳
しい状況にあります。

このため、これまで形成してきた県産農林水産物の「ブランド力」を一層強固なもの
にするとともに、「ブランド力」がもつ資産的価値を最大限に活用した販売戦略を展開
し、県内農林漁業者の経営に利益をもたらすしくみの構築が重要であります。

そこで、これまで以上に生産地と消費地の間で、「情報」・「モノ」・「カネ」が活発に循
環する取組みを進める“ひろがる「とくしまブランド」戦略”を実施します。

◆平成１６年度～１８年度 「とくしまブランド戦略」
基本理念：「とくしまブランドの構築」
主な取組み：◇「ブランド品目」の育成

◇「オンリーワン品目」の産地育成
◇「とくしまブランド」の浸透と育成

◆平成１９年度～平成２２年度 「とくしまブランド飛躍戦略」
基本理念：「とくしまブランドの飛躍－日本全国へ、そして世界へ－」
主な取組み：◇ 「とくしまブランド」の供給力強化

◇あらゆる手法を駆使した「とくしまブランド」の浸透
◇多様な販売チャネルの構築

（参考）これまでの取組み
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３ 実施期間

平成２３年度～２６年度

※ 「いけるよ！徳島・行動計画」とは？
県において、中長期的な視点で新しい時代を見据えた本県の目指すべき姿を示すとともに、その実現のため、

新たな県政運営推進として策定したもの。
「オンリーワン徳島」の実現を基本理念とし、「いけるよ！徳島」を合言葉に、世界に輝く「宝の島・徳島」を

目指す。

２ 施策の方向

◆ 戦略目標 「もうかる農林水産業の実現」

◆ 基本理念 ひろがる「とくしまブランド」

◆ 基本方向

平成２３年度からは、「もうかる農林水産業の実現」を目指し、
「生鮮市場」から広く、「食品分野全般」をターゲットとした ひろがる「とくしまブランド」戦略
を展開します。

本戦略では、「いけるよ！徳島・行動計画」に対応し、
①消費者等の要望に的確に反応する 「消費感度の高い産地づくり」
②農商工連携や６次産業化による 「新農業ビジネスの創出」
③情報発信力の強化による 「ブランド力の加速的向上」
④商品、産地の魅力や生産者の努力を人が伝える 「ブランド応援隊による情報戦略」

の４課題について重点的に取り組みます。

また、生産対策として必要不可欠である
⑤とくしまブランドを支える「生産基盤の強化」
⑥ブランド力の強化に向けた「研究開発・新技術の普及」
⑦ブランド産地を支える「担い手の育成・確保」

などについて、一体的かつ総合的に実施します。
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○「なっ！とくしまソムリエ」による
県産食材ＰＲ

○県外転出者を「クチコミ応援隊」に育成
○「すだちくん」の活用

ブランドブランドブランドブランド応援隊応援隊応援隊応援隊
によるによるによるによる情報戦略情報戦略情報戦略情報戦略

○消費ニーズの把握と掘りおこし
○販売スキルの向上
○新たな販売方式の実証
○｢とくしま特選ブランド｣の産地育成
○企画力と指導力のある人材の育成

消費感度消費感度消費感度消費感度のののの高高高高いいいい
産地産地産地産地づくりづくりづくりづくり

“もうかるもうかるもうかるもうかる”農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業のののの実現実現実現実現

○消費地に出向く ｢移動産直市｣
○「とくしまブランド協力店」等における

情報発信力の強化
○「トップセールス」の開催

ブランドブランドブランドブランド力力力力のののの
加速的向上加速的向上加速的向上加速的向上

戦略戦略戦略戦略のののの
総合調整総合調整総合調整総合調整

新農業新農業新農業新農業ビジネスビジネスビジネスビジネスのののの
創出創出創出創出

「農商工連携」や「６次産業化」を
総合的にサポートする仕組みの構築

一体的・集中的に実施

生産生産生産生産・・・・流通流通流通流通にににに関関関関するするするする施策施策施策施策

生産基盤生産基盤生産基盤生産基盤のののの強化強化強化強化

○ほ場、用排水路の整備
○農道の整備

○新規就農者の確保
○農業法人の育成

○栽培技術開発と普及
○新品種の開発

○ハウス施設、設備の整備
○水産物の荷さばき施設の整備

担担担担いいいい手手手手のののの育成育成育成育成・・・・確保確保確保確保

研究開発研究開発研究開発研究開発・・・・新技術新技術新技術新技術のののの普及普及普及普及 生産生産生産生産・・・・流通施設流通施設流通施設流通施設のののの整備整備整備整備

全国の消費者

農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業のののの成長産業化成長産業化成長産業化成長産業化
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４ 戦略のイメージ
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Ⅱ ひろがる「とくしまブランド」戦略の進め方

もうかるもうかるもうかるもうかる農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業
のののの実現実現実現実現

連携
・

支援

とくしまブランド

産地戦略会議

徳島県：戦略に基づいた施策を推進

消費感度消費感度消費感度消費感度のののの高高高高いいいい

産地産地産地産地づくりづくりづくりづくり

新農業新農業新農業新農業ビジネスビジネスビジネスビジネス

のののの創出創出創出創出

ブランドブランドブランドブランド力力力力のののの

加速的向上加速的向上加速的向上加速的向上

ブランドブランドブランドブランド応援隊応援隊応援隊応援隊

によるによるによるによる情報戦略情報戦略情報戦略情報戦略

生産基盤生産基盤生産基盤生産基盤

のののの強化強化強化強化

担担担担いいいい手手手手のののの

育成育成育成育成・・・・確保確保確保確保

研究開発研究開発研究開発研究開発・・・・

新技術新技術新技術新技術のののの普及普及普及普及

とくしまとくしまとくしまとくしまブランドブランドブランドブランド戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議
＜戦略の策定と検証＞

企画委員会企画委員会企画委員会企画委員会
＜実務レベルでの戦略推進と検討＞

ひろがるひろがるひろがるひろがる「「「「とくしまとくしまとくしまとくしまブランドブランドブランドブランド」」」」戦略戦略戦略戦略

各戦略会議と連携

成果の報告

施策施策施策施策をををを

活用活用活用活用したしたしたした
取組取組取組取組みみみみ

◆産地改造計画の
「策定」と「実施」

◆地域育成品目の選定
◆とくしま特選ブランド

の育成

生産者団体、
市町村等

関係機関等
（試験研究、農業
支援センター等）

１ 戦略の推進体制
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２ それぞれの役割

（１） 県の役割

◆ 県段階の組織として「とくしまブランド戦略会議」を設置し、ブランド戦略の検討・

検証を行う。

◆ 産地段階では、市町村や生産者団体等と「産地戦略会議」を設置し、品目ごと

に具体的な振興方策を定める「産地改造計画」の策定やその実施を支援する。

◆ 関係者と連携を強化し、本戦略の効果的な実施を推進する。

◆ 新たな産地や品目育成につながる生産技術の開発や施設整備を推進する。

（２） 生産者や生産者団体の役割

◆ 「もうかる農林水産業」の実現に向け、市場ニーズを的確に把握し、対応する

「マーケット・イン」※の視点を取り入れた産地づくりに努める。

◆ 高い生産技術により、消費者に「安心感と満足感」を提供する「責任品質」を

基本に、「こだわり」、「地域性」をアピールする商品づくりに取組む。

◆ 産地戦略会議において策定した産地改造計画の目標達成に向け活動する。

（３） 市町村等関係機関の役割

◆ 「産地戦略会議」の構成員として、振興方策の策定やその取組みを支援する。

◆ 「産地改造計画」の目標実現に向け、効果的な支援を行う。

（４） 流通業者に期待する役割

◆ 卸売業者や仲卸売業者等は、情報受発信機能を発揮し、川上（産地）に対し

流通情報や消費者ニーズ等の提供をしていただく。

◆ 川下（小売業者等）に対し「とくしまブランド」が持つ魅力を発信していただく。

（５） 小売業者等に期待する役割

◆ 「とくしまブランド協力店」や「美味いよ！とくしまブランド店」においては、積極的

な情報発信、その他の小売業者においても「とくしまブランド」の積極的な取扱い

をいただく。

◆ 「とくしまブランドフェア」等において、産地が行う消費者ニーズ調査や情報収集

活動に対し協力をいただく。

◆ 消費者等に対し、「とくしまブランド」が持つ魅力を発信していただく。

（６） 消費者に期待する役割

◆ 「とくしまブランド」のファンとして積極的に県産農林水産物を購入いただく。

◆ 「とくしまブランド」の情報発信を担っていただく。

※ 「マーケット・イン」とは？
企業が商品開発・生産・販売活動を行う上で、市場からの要請に即応していくため、消費者のニーズを

十分に把握した上で、商品づくりを行い、市場に出すという「はじめに顧客ありき」の考え方のこと。
作り手である企業側の都合を優先する「プロダクト・アウト」と対比される。
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３ 戦略の対象とする品目

（１） ブランド品目

「主要市場における販売単価」や「市場占有率」、「消費者の認知度」等
の選定基準を満たした品目。

３０品目計

鳴門わかめ、アワビ類、はも、養殖あゆ、ちりめん、

養殖スジアオノリ、鳴門鯛、アオリイカ
８品目水産物

阿波尾鶏、阿波牛（肉牛）、阿波ポーク（肉豚）３品目畜産物

シンビジウム、ユリ２品目花き

すだち、ゆず、みかん、なし４品目果実

なると金時、にんじん、生しいたけ、カリフラワー、

れんこん、なす、いちご、ほうれんそう、なのはな、レタス、

ねぎ、ブロッコリー、鳴門らっきょ

１３品目野菜

品目数品目数品目

（３） 地域育成品目
産地段階で設置する「産地戦略会議」が選定した地域特産物や

生産量の伸びが見込める品目。

（４） 「とくしま特選ブランド」
こだわりを持った栽培技術（品種・生産方法）を駆使し、特に付加価

値が高い商品として創出されたもの。

（２） ブランド育成品目

ブランド化を目指す品目。

なお、※印は本戦略において新たに追加した品目。

６

だいこん、きゅうり、トマト、えだまめ、こまつな、オクラ、

かぶ※、たけのこ※、さやえんどう※、スイートコーン※
１０品目野菜

品目名品目数品目



Ⅲ 戦略の展開方法
＜① 消費感度の高い産地づくり＞

実需者等のニーズに迅速に対応できる産地を育成します。施策１

【消費者ニーズ等の把握】 【ニーズへの迅速な対応】 【ニーズに基づいた生産】

�大阪市中央卸売市場における青果物（野菜・果実）の販売金額第１位を目指します。
�消費者等のニーズや情報が循環する仕組みづくりに取組みます。
�消費者等のニーズを把握し、迅速に対応した生産や商品づくりを支援します。

産地において企画力と指導力のある人材の育成に取組みます。施策３

実需者等ニーズの把握と情報が循環する仕組みづくりに取組みます。施策２

�実需（消費）者ニーズ等にもとづいた生産・販売
体制の構築を進めます。

�産地における「流通販売のプロ」の育成を支援
します。

�産地における「指導力」の向上を支援します。

【JA営農指導員の活動】

※ 「消費感度の高い産地」とは？
消費者の潜在的ニーズを掘り起こし、新たな需要に対応するために、人材育成や情報収集・分析を図り
ながら新たな商品づくりを行う産地のこと。

「関西の台所」としての地位の強化を図り、大阪市中央卸売市場における青果物
（野菜、果実）の販売金額第１位の実現と、「実需（消費）者ニーズ」等に迅速かつ的
確に反応し、他産地から一歩抜き出た「消費感度」の高い産地づくり※を推進します。

ブランド産地を育成するためには、産地において「生産指導力」、「販売指導力」
「プロモーション指導力」等をもった人材が欠かせないことから、こうした指導力をも
った人材の育成に取組みます。

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

大阪市中央卸売市場における都道府県別販売額 第2位→第1位

「飛び出す」ブランド産地育成事業実施数（累計） 0→60産地

H21 → H26

７



◆消費者のニーズにタイムリーに反応し、他産地から一歩飛び出す「ブランド産地」を育成します。
◆特に付加価値の高い「とくしま特選ブランド」の創出を推進します。

「とくしま特選ブランド」※を育成します。施策４

�「とくしま特選ブランド」の生産体制を確立します。
�高い品質管理を確保するため栽培マニュアルの作成を推進します。
�ブランド力を高めるため、商標権取得を推進します。
�「新とくしまブランド豚」の生産体制を確立し、安定生産を図ります。

【とくしま特選ブランドのイメージ】
（ももいちご）

【とくしま特選ブランドのイメージ】
（新とくしまブランド豚）※

【とくしま特選ブランドのイメージ】
（芽生えわかめ）※

※ 「とくしま特選ブランド」とは？
生産面や品質面に特徴があり、購入者が人に贈りたくなる特に付加価値の高い商品。
具体的には、希少性があり、高付加価値商品として売り出し可能な徳島県産農林水産物であり、

地域戦略会議又は、関係団体の取組みにより、（少量でも）安定的に供給・売出し可能な品目として
育成されたもの。（※原則として加工品は除く。）

※ 「新とくしまブランド豚」とは？
県畜産研究所が開発した遺伝子レベルで、いのしし肉の特徴を持った「豚」のこと。

※ 「芽生えわかめ」とは？
「鳴門わかめ」を新芽のうちに収穫・商品化したもの。従来の塩蔵わかめと比べて旨み成分である

アミノ酸が豊富に含まれている。なお、「芽生え」は県が平成20年6月に商標登録をしている。

本県のブランド力を強化するため、生産面や品質面に特徴があり、特に付加価
値が高く、希少価値を有する産品である農林水産物を「とくしま特選ブランド」とし
て育成します。

消費者が求める高級志向に適合する「新とくしまブランド豚」の生産体制を確立
します。

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

「とくしま特選ブランド」の創出数 0→20ブランド

「新とくしまブランド豚」出荷頭数（年間） 0→600頭

H22 → H26
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�「農商工連携」や 「６次産業化」をビジネスモデルとして取組みを広げます。
�未利用資源の活用や機能性等を活かした新商品の開発を支援します。
�生産サイドと実需者サイドを結びつける機会を創出します。
�農林水産物を使った特産品（加工品）作りを推進します。
�水産分野においては、生産者サイドと商工業者との連携を促すことで、新商品

の開発や販売活動の活性化につなげます。

Ⅲ 戦略の展開方法
＜② 新農業ビジネスの創出＞

生産者と企業等が連携して新たな栽培技術や商品開発を推進します。施策１

高い付加価値を生み出す取組みを推進するため、加工や販売業者等と連携し
た「農商工連携」 ※や、生産者が加工、販売、サービス分野へ進出する「６次産業
化」※など、新たな農林水産業のビジネスモデルとして取組みを広げます。

【県産米粉を活用した商品開発（米粉パン）】

【トマトを使った加工商品の開発】 【とくしまマルシェへ出展】

【「農商工連携」事例（ハモを使った商品開発）】

※「農商工連携」とは？
農林漁業者と商工業者の方々がお互いの「技術」や「ノウハウ」を持ち寄って、新しい商品やサービス

の開発・提供、販路の拡大などに取組むこと。
９

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

生産者（水産業者）と商工業者との連携件数（累計） 6→16件

H21 → H26

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

新商品等の開発事業数 0→50件

H22 → H26



�実需者ニーズに迅速に対応した加工・業務用の産地づくりを進めます。
�生産地と実需者を結びつける機会を創出します。
�加工・業務用対応のメリットが活かせるよう、低コスト・多収栽培技術の開発と

普及を図ります。
�省力化による規模拡大を実現するため、機械化技術体系の導入を推進します。

◆農林漁業者と食品加工業者等が連携した「農商工連携」や、農林漁業者が加工、販
売、サービス分野へ進出する「６次産業化」を促進させる仕組みを構築します。

加工・業務用需要に対応した産地育成や生産技術開発を推進します。施策２

【加工用キャベツの収穫コンテナ】 【ほうれんそう収穫機の開発】【加工用たまねぎの機械収穫】

�家計費における生鮮食品
の購入割合が低下。

�調理食品や外食の割合が
増加。

※「６次産業化」とは？
農林漁業者が生産者（第1次産業）だけでなく、食品加工（第2次産業）、流通・販売（第3次産業）にも

主体的・総合的に関わり合うことで高付加価値化を図り、新たなビジネスに取組むこと。

国産の加工・業務用野菜の需要が高まっていることから、こうした実需者ニーズ
への対応を新たなビジネスチャンスとして捉え、加工・業務用需要に対応した産
地づくりを進めます。

このため、
食品加工への取組みや

業務用需要への対応等で
ビジネスチャンスが拡大
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�今まで培ってきたブランド力を活用した戦略を展開し、もうかる農林水産業
を目指します。

�地域資源を活用した商品開発を目指します。
�農林水産物の生産拡大と販路の開拓を進めます。
�農林水産物の「トップセールス」を実施します。
�「阿波尾鶏」は年間出荷羽数３００万羽を目指します。

ブランド力を活かした流通販売戦略を進めます。施策２

【ブランドの資産的価値のメリットとその活用】
【メリット】 【その活用】

・「競争優位メリット」の確立 → 「競争力を持った産地の確立」
・「非価格競争力」を発揮した販売展開 → 「指名買い、単価高の取引の実現」
・「高いマーケティング・コミュニケーション効果」 → 「情報が循環する仕組みづくり」
・「ブランド拡張の容易さ」を活かした展開 → 「ブランド品目の拡大」
・「流通業者の協力と支持」 → 「流通業者」や「小売業者」との連携による

販売戦略の展開

ブランド力の強化により、農業産出額の向上を目指します。施策１

【卸売市場でのトップセールス】 【「すだち大使」によるPR活動】【阿波尾鶏の生産拡大】

※ 「新鮮 なっ！とくしま」号とは？
県産農林水産物や観光ＰＲを目的に、 １１ｔトラックにキッチンやステージ機能を装備し、移動する

ブランドショップとして量販店の店頭やイベント会場等で活動する県有イベントトラックのこと。
※ 「とくしまブランド協力店」とは？

平成１９年７月から、大消費地を中心に県産農林水産物を積極的に取り扱い、県産農林水産物に
関する情報発信や販売促進活動なども実施する量販店として県が登録したもの。

※ 「美味いよ！とくしまブランド店」とは？
平成22年度から、県外にある料理店で、県産農林水産物を食材として積極的に取扱い、その消費宣伝

等を行う店舗を県が登録する制度のこと。

もうかる農林水産業を目指すため、「とくしまブランド」の認知度を高め、消費者
に対し選択的購入や多頻度購入を促進することにより、本県農林水産物の競争力
強化、販路拡大を図ります。 これらにより、農業産出額の向上を図ります。

Ⅲ 戦略の展開方法
＜③ ブランド力の加速的向上＞

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

１農業経営体あたりの産出額 400→500万円

阿波尾鶏出荷羽数（年間） 200→300万羽

H21 → H26
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「とくしまブランド協力店」※、「美味いよ！とくしまブランド店」※等を
活用したＰＲに取組みます。

施策３

【とくしまブランド協力店での徳島フェア】 【美味いよ！とくしまブランド店の拡大】

�「とくしまブランド協力店」での積極的なイベント開催で県産品をPRします。
�「美味いよ！とくしまブランド店」を拡大、県産食材の販売促進を図ります。
�徳島県産品の購入意欲を高め、「選択」、「愛用」される気運を醸成します。

【消費地における「徳島の活鱧」ＰＲ】

都市部における県産農林水産物の情報発信力を強化するため、 「とくしまブラ
ンド協力店」、「美味いよ！とくしまブランド店」等の機能強化を図ります。

◆「とくしまブランド」の露出度を高め、より身近な産地「とくしま」を消費者にアピールします。
◆ブランドの資産的価値を活用した販売戦略を展開していきます。

「新鮮 なっ！とくしま」号※の展開により情報発信力を強化します。施策４

「徳島ならでは」の情報発信を行うため 「新鮮 なっ！とくしま」号の持つ機能をフ
ルに活用した「攻めのＰＲ」を展開し、県産農林水産物の認知度向上はもちろん、
観光・物産・文化など「とくしま」を丸ごと発信します。

�産地と連携した 「攻めのＰＲ」を展開し、より身近な産地「とくしま」を消費者に
アピールします。

�「新鮮 なっ！とくしま」号を活用し、消費者の五感に訴えるＰＲを行います。
�「とくしま」を丸ごと情報発信します。

【走る広告塔「新鮮 なっ！とくしま」号】 【「新鮮 なっ！とくしま」号の展開】

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

「新鮮 なっ！とくしま号」の運行回数（累計） ２９２２９２２９２２９２→500回

H22 → H26

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

徳島の活鱧ＰＲキャンペーン開催回数 （累計） 2→5回

H21 → H24

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

「とくしまブランド協力店」における徳島フェア開催数（累計） 20→150回

H22 → H26
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食に対する「安全・安心」や環境に配慮した農業の推進は時代の要請であるため、
ＧＡＰを導入した県独自の生産履歴管理制度（トレーサビリティシステム）である
「とくしま安２農産物（安２GAP）認証制度」により、安全で安心な農産物の供給を推
進します。

また、エコファーマーをはじめ環境に配慮した農業を推進し、「環境との調和」とい
う視点で、新たな価値の創出を図ります。

「とくしま安２農産物（安２ GAP）」※認証や環境に優しい農業を進め、
安全で安心な農産物の供給体制を推進します。

施策５

【あんあんＧＡＰマークを設定】

「安全・安心な
農産物」を提
供します。

�県独自のとくしま安２農産物（安２GAP）認証制度を推進します。

�認証された農産物の付加価値化を図ります。
�農産物情報を確認できる体制として認証マークを推進します。
�環境に優しい農業に取組むエコファーマー等を支援します。
�環境に優しい農業の推進と、その生産物の付加価値を高めます。

【省Ｃｏ２「見える化」（ラベルのイメージ)】

◆県産農産物の信頼度を高め、環境に配慮した農業を進めます。

※ 「とくしま安２農産物（安２ GAP）」とは？
農産物の安全性を確保する手法「ＧＡＰ」を導入した安全・安心を提供する新しい認証制度のこと。
農産物の安全性や環境保全、労働安全などに配慮しながら、農業生産の持続的な改善につなげて

いく取組みで消費者や実需者の信頼が確保されます。
※ 「GAP」（Good Agricultural Practice）とは？

「適正農業規範」と直訳され、農産物の安全性や環境保全、労働安全などに配慮しながら、農業生産
の持続的な改善につなげていく取り組みのこと。

※ 「省Ｃｏ２効果「見える化」」とは？
エコファーマー等が、農業生産工程においてＣｏ2排出削減量を数値化し表示する取組みのこと。

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

「とくしま安２農産物」認証件数 75→120件

省Ｃｏ２効果「見える化」※モデル生産者数 0→200人

エコファーマー認定数 1,128→1,500人

H21 → H26
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� 農林水産物の輸出品目と輸出先の拡大を推進します。
� 農林水産物の海外輸出向け産地を育成します。
� 海外において「統一ロゴマーク」の商標登録を行います。

世界にはばたく「とくしまブランド」として躍進させるため、東アジア地域におけ
る輸出先の拡大と、輸出対象国の流通実態や情報の収集、分析を行います。

また、農林水産物の輸出拡大を推進します。

「とくしまブランド海外協力店」※を登録し、バイヤーとの情報交換会等を
行い商品力の向上と輸出機会の拡大を図ります。

施策６

本県農林水産物の輸出環境を整備します。施策７

【海外輸出フェア】 【海外バイヤーとの商談会】

＜輸出品目＞
� なると金時
� 鳴門わかめ
� 米
� タチウオ

＜輸出先＞
�シンガポール
� 台湾
� タイ
� 韓国

※ 海外輸出の効果とは？
新しい売り込み先としての「新たな需要の創出」や、海外での評価による 「更なるブランド力の向上」、

食を通じた「徳島県のＰＲ」が期待される。
※ 「とくしまブランド海外協力店」とは？

海外の消費ニーズを的確に把握し、県産品の発信拠点を行う「海外アンテナショップ」として設置する
店舗のこと。バイヤーとの情報交換の場として、また、売れる商品づくりに向けた情報収集機能なども
期待されている。

�海外輸出※により、世界にはばたく「とくしまブランド」を確立します。

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

輸出定着品目数（累計） 4→10品目
農林水産輸出金額 2,000→8,000万円
輸出先数 4→8箇所
「とくしまブランド海外協力店」数 0→8店舗

H21 → H26
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Ⅲ 戦略の展開方法
＜④ ブランド応援隊による情報戦略＞

食の専門家である「とくしまブランド特使」※や「なっ！とくしまソムリエ」 ※と
協働して新レシピ開発や情報発信をします。

施策１

本県とゆかりのある著名な料理人等を「と
くしまブランド特使」として委嘱し、全国に県
産農林水産物の魅力を発信していただきま
す 。

また、野菜ソムリエの有資格者から情報
発信力の高い人を「なっ！とくしまソムリエ」
として委嘱し、その専門知識を発揮してＰＲ
を行っていただきます。 【「とくしまブランド特使」として活躍する齋藤喜嗣さん、浜内千波さん】

１５

「とくしまブランド」の伝道師として、「新鮮 なっ！とくしま大使」※や
「とくしまブランドクチコミ応援隊」※による活動の輪を広げます。

施策２

「とくしまブランド」サポーターとして、「新鮮 なっ！とくしま大使」や 「とくしまブ
ランド・クチコミ応援隊」を育成します。

県外においてクチコミなど “人の言葉” を通して、県産農林水産物の魅力を友
人・知人などにPRをしていただきます。

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

クチコミ応援隊育成数（累計） 0→1,200人

H22 → H26

�これまで培った人材・人脈を活用「とくしまブランド」の愛好者の輪を広げます。
�「とくしまブランド」サポーターの活躍により県外における「とくしまブランド」の

ファンを作ります。

【新鮮 なっ！とくしま大使による農業体験活動】 【クチコミ応援隊イメージ（大学生への農業紹介）】

【なっ！とくしまソムリエ［カリフラワー見学］】 【なっ！とくしまソムリエ［生しいたけ見学］】



� 本県農林水産物の認知度向上、消費拡大のため、「とくしまブランド特使」や「なっ！と
くしまソムリエ」、「新鮮 なっ！とくしま大使」などの人材を活用し、「人の言葉」を通したＰＲ
活動や販路拡大を図ります。

※ 「とくしまブランド特使」とは?

本県出身又は、本県とゆかりの深い著名な料理人等で、県産農林水産物の魅力を広く発信して
いただける方を県が委嘱したもの。現在2名の特使がいる。

※ 「新鮮 なっ！とくしま大使」とは？
県内に在住する単身赴任者等が、県外へ転出された後に県産品の情報発信をいただく人のこと。

「新鮮 なっ！とくしま大使」希望者に対して所定の研修を実施し、プログラム受講者を「新鮮 なっ！とくし
ま大使」として委嘱している。

※ 「なっ！とくしまソムリエ」とは？
野菜ソムリエの有資格者から、県産農林水産物の魅力を発信いただく人を「なっ！とくしまソムリエ」と

して30名を委嘱したもの。県は平成２２年１１月に、「日本野菜ソムリエ協会」と自治体パートナー制度を
結んでいる。

※ 「とくしまブランド・クチコミ応援隊」とは？
県外へ巣立つ予定の高校生や大学生に対して、将来の「友人・知人」に県産品の情報発信をするため、

県が農林水産物に関する知識や情報、料理方法等を伝え、育成した人のこと。

１６

「すだちくん」の更なる活用を図ります。施策３

徳島県や県産農林水産物のイメージアップを図るため、県のマスコットである
「すだちくん」の活躍の場を広めます。

�「すだちくんウィーク」を設定して広く県民に周知します。
�「すだちくん」を活用したアイデアを募集して、活躍の場を広げます。
�県産農林水産物の「統一ロゴマーク」の普及を図ります。
�すだちの販売促進や消費拡大を図ります。

【すだちくん】 【すだちくん（ラッピングトラック）】 【すだちくん（統一ロゴマーク）】



� 健全な食生活、健全な食習慣を推進します。
� コンビニエンス・ストアなどと協働して「食育」を推進します。
� 地域の食材を身近に購入できる環境を整備するため、直売所の整備の充実

や活性化に向けた支援を行います。

関係団体と連携し食育活動の輪を広げます。施策４

食を通して豊かな人間性を育むため、県民運動として食育を推進します。

生産者、販売者、消費者が協働で、地産地消意識を高める取組みを推進します。

県産農林水産物の「食べ方」を提案し、「食文化」としての広がりを推進します。

県産農林水産物を身近に購入できる環境を整備します。施策５

農林水産物の“食べ方”を提案し「食文化」として広がりを推進します。施策６

【食育イベント（高校生の［料理コンテスト］)】
【コンビニでの［食育メニュー］】

地産地消協力店登録数の推移 【農産物直売所】
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�「徳島県食育推進計画」の目標達成に向け、食育と地産地消を推進します。

�食べ方など「食文化」の醸成に寄与する情報発信を推進します。

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

食育推進ボランティア登録数（累計） 1,341→1,600人

食育活動イベントの開催数（累計） 135→270回

地産地消・食育メニュー商品数（累計） 3→50品目

地産地消協力店登録数（累計） 204→300店

H21 → H26

１７



Ⅲ 戦略の展開方法
＜⑤ 「とくしまブランド」を支える生産基盤の強化＞

「とくしまブランド」戦略を更に推進するため、安定した作物生産と品質の向上、
多様かつ高付加価値型作物の導入、労力の軽減、良質な農業用水の確保、流
通の改善などを可能とする生産基盤の整備を進めます。

【「里浦地区」のスプリンクラー】 【藻場の造成】【基幹用水路の整備】

【園芸用施設の導入（いちご高設栽培）】

�かんがい施設や区画整理など、営農環境を改善するほ場の総合的整備を
推進します。

�農業用水の安定供給と水質悪化を防ぐ幹線用水路の整備を進めます。
�消費地と産地を結び、通作・耕作条件を改善する農道網を整備します。
�水田の汎用化や高度利用を促進する排水対策を行います。
�水産資源の増殖を図るため藻場の造成を推進します。

「とくしまブランド」品目を効率的・安定的に生産するため農林水産業の
生産基盤を整備します。

施策１

各種補助事業の活用により農林水産業の振興を図ります。施策２

「とくしまブランド」を拡大・発展させるため、県単独補助事業「とくしま明日の農
林水産業づくり事業」等により、きめ細かな農林水産業の振興策を講じます。

�認定農業者など担い手を核とした産地
振興を支援します。

�地域の特色を活かし、生産者等が積極
的に取組みを支援します。

�燃油や生産資材高騰に対応し、生産者
の経営安定を図るため、機械や施設整備
を支援します。

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

ほ場の整備面積（累計） 6,637→6,760ｈａ
基幹農道の整備延長（累計） 30→35ｋｍ
基幹用水路の整備延長（累計） 55→71km

藻場造成箇所数（累計） 6→16箇所

H21 → H26

１８



Ⅲ 戦略の展開方法
＜⑥ 研究開発・新技術の普及＞

先端技術の活用や農商工連携等により「徳島発・次世代技術」を
創造します。

施策１

本県農林水産物のブランド力の強化、安全・安心な農林水産物の安定供給を図
るため、新品種の育成や新技術の開発を行います。

また、これらの成果を速やかに生産現場へ普及します。

◆本県の農林水産物のブランド強化や安全・安心な農林水産物の供給及び地球
温暖化に対応した新たな技術の開発を進めます。

◆農山漁村の６次産業化の促進に必要な研究を進めます。
◆開発された「徳島発・次世代技術」の速やかな生産現場への普及を図ります。

【農林水産総合技術支援センターのイメージ】

【ＬＥＤ照射よるシイタケ増収試験】

【ハモの品質向上技術】

【新技術の普及（いちご紫外線活用防除技術）】

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

徳島発・次世代技術創造数（累計） 18→40件

実用化した新技術数（累計） 11→20件

H21 → H26
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Ⅲ 戦略の展開方法
＜⑦ 担い手の育成・確保＞

経営感覚に優れた担い手育成に努めます。施策１

地域を支える女性やこれからの本県農林水産業の担い手としての活躍が期
待されている青年、新規就農者等への支援を充実させます。

経営能力に優れた担い手による、魅力ある農林水産業の取組みを支援し、
活気あふれる農山漁村づくりを推進します。

◆就農希望者を対象とした相談活動及び研修の充実に努めます。
◆都市圏の大学生を対象とした本県での就業体験を実施します。
◆農業法人等への就業を促進します。
◆農業経営における個人の地位及び役割を明確にします。

※とくしまアグリテクノスクールとは？
社会人で新たに就農を考えている方を対象とした就農準備校（主に農業大学校で実施）のこと。

※OJT研修とは？
農業法人等が、新規雇用者に対して、業務を通じ生産技術や経営感覚を身に付けさせる研修のこと。

※家族経営協定とは？
家族農業経営にたずさわる各世帯員が、経営方針や役割分担、家族みんなが働きやすい就業環境などに

ついて、家族間の話し合いに基づき取り決めるもの。

【アグリテクノスクール（実習風景）】 【アグリテクノスクール（講義風景）】

行動計画＜４年間＞（H23～26年度）

とくしまアグリテクノスクール※受講者数 820→2,915人

新規就農者数（H17から累計） 504→800人

都市圏の大学生を対象とした就業体験者数 0→40人

農林水産業の0JT研修※受講者数 88→225人

家族経営協定数※ （累計） 916→1,050戸

新規漁業就業者数（累計） 99→200人

H21 → H26
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